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「深い学び」を実現する生活科の授業構成 
―第 1 学年単元「あきのたからものであそぼう」の場合― 
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頁）を事例に，以下の手順で研究を進め，上記の問





























































































































































































おいて令和元年 10 月 11 日より 11 月 10 日にかけ
て実践された福田慎一郎教諭による単元「あきのた
からものであそぼう」を取り上げたい。本実践を取
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〈第二次〉クラスのみんなで「あきまつり」をひら
こう 



























































































実践から以下 3 点挙げることができる。 
① 問題解決過程としての単元構成 
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